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会         議        記         録 

会議の名称 環境市民厚生常任委員会 
会議場所 第１委員会室 

担当職員 小野 

日 時 令和４年９月２８日（水曜日） 
開 議   午前 １０時 ２０分 

閉 議   午前 １０時 ４２分 

出席委員 ◎長澤 ○大塚 冨谷 平本 並河 三宅 竹田 西口 

理事者 

出席者 
 

事務局 小野主任 

傍聴者 市民 ０名 報道関係者 ０名 議員０名 

 
 

会  議  の  概  要 
 

１ 開 議 

 

 

２ 委員長報告の確認 

 

[長澤委員長 委員長報告朗読] 

＜長澤委員長＞ 

 意見はあるか。 

（意見なし） 

～１０：２３ 

 

 

３ 議会だよりの掲載事項について 

 

＜長澤委員長＞ 

 意見はあるか。 

＜冨谷委員＞ 

 「登園時の紙おむつの持参と使用済み紙おむつの持ち帰りをなくし」を「登

園時の紙おむつの提供と使用済み紙おむつの持ち帰りをなくし」に変えた方

が自然ではないか。 

＜平本委員＞ 

 「環境への負荷に配慮する観点から」という文章は、紙おむつと布おむつの

どちらに係っているのか。 

＜事務局主任＞ 

 記事は読者や保護者視点で作成した。議会として、どのような視点で審査、

協議を行ったかという内容にするのであれば文言を修正する。「環境への負

荷に配慮する観点から」という文章は、布おむつに係っている。 
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＜平本議員＞ 

 「登園時の紙おむつの持参と使用済み紙おむつの持ち帰りをなくす。」「環境

への負荷に配慮する観点から、布おむつサービスを利用する園に対して利用

料を助成する。」と文章を切り分けてはどうか。 

＜冨谷委員＞ 

 布おむつを対象とする理由は、「環境に配慮する観点」からではなく「紙お

むつの無償提供との公平感」から行うものであると思う。また、「おむつの

持参をなくす」より「おむつの提供」の方が、保護者にとってわかりやすい

と思うがどうか。 

＜並河委員＞ 

 現状からどのように変わるのかという内容を明記する方がわかりやすいと

思うので、この内容でよいと思う。 

＜竹田委員＞ 

 おむつの提供・回収が無償化され、公平性の観点から布おむつも助成の対象

となることがよくわかるので、この内容で問題ないと思うがどうか。 

＜長澤委員長＞ 

 原案のとおりでよいか。 

―了― 

 

 

４ その他 

 

＜長澤委員長＞ 

 次回の委員会は、１０月２８日（金）午前１０時から行う。 

 

散会 ～１０：４２ 


